
は
じ
め
に

眉
山
は
、『
万
葉
集
』
に
も
「
眉
の
ご
と
雲
居
に
見
ゆ
る
阿
波
の
山
か
け
て
漕

ぐ
舟
泊
し
ら
ず
も
」
と
詠
わ
れ
た
徳
島
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
市
内
の
ど
こ
か

ら
で
も
眺
望
で
き
る
。
憩
い
を
求
め
て
散
策
す
る
市
民
も
多
い
。
山
頂
か
ら
は
、

眼
下
に
広
が
る
市
街
地
と
悠
然
と
流
れ
る
吉
野
川
、
市
街
地
を
縫
う
よ
う
に
流
れ

る
新
町
川
な
ど
の
河
川
、
大
鳴
門
橋
の
向
こ
う
に
は
淡
路
島
を
は
っ
き
り
と
望
む

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
眉
山
に
対
す
る
認
識
は
旧
来
か
ら
必
ず
し
も
一
貫
し

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
藩
政
時
代
に
は
山
頂
へ
の
登
頂
が
厳
し
く
制

限
さ
れ
て
い
た
と
の
指
摘
も
あ
る（
１
）

が
、
中
腹
か
ら
麓
に
広
が
る
大
滝
山
は
持
明
院

建
治
寺
の
境
内
と
し
て
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。
一
方
、
明
治
初
頭
に
持
明
院
が

廃
さ
れ
た
こ
と
で
荒
廃
が
進
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
転
機
と
な
る
の
が
地
元
実
業
家

を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
「
眉
山
公
園
保
勝
会
」
の
活
動
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
は
、
戦
後
恐
慌
か
ら
震
災
恐
慌
、
そ
し
て
金

融
恐
慌
か
ら
世
界
恐
慌
の
影
響
も
あ
っ
て
昭
和
恐
慌
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
な
ど
、

厳
し
い
経
済
情
勢
が
続
い
て
い
た
。
政
府
は
土
木
事
業
に
よ
る
失
業
者
対
策
を
推

進
し
、
徳
島
県
で
も
徳
島
―
小
松
島
間
の
産
業
道
路
改
修
事
業
を
は
じ
め
、
多
く

の
公
共
事
業
が
行
わ
れ（
２
）

た
。
さ
ら
に
、
各
地
で
地
域
振
興
策
と
し
て
の
観
光
事
業

に
も
熱
が
入
っ
た
が
、
徳
島
で
も
眉
山
の
観
光
開
発
に
地
元
の
商
工
会
が
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
徳
島
で
は
阿
波
踊
り
と
桜
の
名
所
を

売
り
出
す
事
業
を
模
索
し
て
い
た
が
、
こ
の
阿
波
踊
り
の
観
光
資
源
化
に
つ
い
て

は
関
口
寛
氏
の
研
究
に
詳
し（
３
）

い
。

そ
こ
で
、
小
稿
で
は
大
滝
山
の
変
遷
と
大
正
・
昭
和
初
期
を
中
心
に
観
光
資
源

と
し
て
の
桜
の
名
所
・
眉
山
の
開
発
に
つ
い
て
整
理
し
、
そ
の
過
程
で
浮
上
し
た

眉
山
登
山
鉄
道
計
画
の
一
端
を
取
り
上
げ
る
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
当
館
が
所
蔵
す

る
関
連
資
料
に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
。

一

江
戸
時
代
の
大
滝
山

佐
野
之
憲
が
編
纂
し
た
藩
撰
地
誌
『
阿
波
志
』（
文
化
十
二
年
）
に
は
、
大
滝

山
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い（
４
）

る
。

府
城
の
西
南
五
百
歩
許
に
在
り
、
前
は
海
口
を
望
み
下
は
里
村
を
俯
す
、
三

面
空
闊
方
十
餘
里
瞭
然
指
す
可
し
、
巉
巖
爭
ひ
石
段
谿
に
沿
ふ
、
其
側
に
瀑

布
あ
り
飛
流
一
條
、
其
水
清
冽
、
三
層
塔
、
甘
露
閣
其
上
に
聳
ゆ
、
醫
王
堂

菅
公
廟
左
右
に
對
起
す
、
勝
景
城
府
第
一
た
り
、
此
間
總
て
西
富
田
に
屬
す
、

瀑
水
の
下
流
是
を
佐
古
の
界
と
為
す

こ
の
よ
う
に
、
文
化
年
間
に
は
「
勝
景
城
府
第
一
た
り
」
と
称
さ
れ
る
景
観
が

ひ
ろ
が
っ
て
お
り
、
三
重
塔
や
甘
露
閣
・
医
王
堂
な
ど
の
建
造
物
が
見
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
三
重
塔
は
宝
暦
年
間
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
朱
塗
り
の
優
雅
な
構
造

だ
っ
た（
５
）

が
、
昭
和
二
〇
年
の
徳
島
大
空
襲
で
焼
失
し
た
。

こ
の
景
観
は
『
阿
波
名
所
図
会
』
な
ど
の
絵
画
資
料
で
も
見
る
こ
と
が
出
来

る
。
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
浪
華
で
刊
行
さ
れ
た
『
阿
波
名
所
図
会
』
に
は

「
大
瀧
山
持
明
院
」
の
挿
図
（
図
１
）
と
と
も
に
、「
山
上
の
南
に
は
観
音
堂
・

【
論
文
】観

光
資
源
と
し
て
の
大
滝
山
と
眉
山
登
山
鉄
道
計
画

石

尾

和

仁

観光資源としての大滝山と眉山登山鉄道計画
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祇
遠
の
社
・
行
者
堂
及
三
十
三
所
の
観
音
堂
あ
り
、
北
に
は
八
祖
堂
の
下
に
僧
庵

あ
り
て
、
其
東
十
宜
亭
の
う
へ
峙
る
山
頭
に
大
塔
あ
り
」、「
山
下
の
正
面
に
は
二

王
門
・
本
堂
」
が
あ
っ
て
、
他
に
天
神
社
・
絵
馬
堂
・
蛭
子
社
・
八
幡
宮
・
太
子

堂
な
ど
数
多
く
の
建
築
物
が
林
立
し
て
い
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
挿
図
か
ら

も
右
上
の
大
塔
か
ら
左
下
の
春
日
社
ま
で
多
く
の
堂
舎
や
休
憩
所
な
ど
を
含
め
て

広
大
な
境
内
が
描
か
れ
て
お
り
、
参
詣
や
遊
山
の
人
々
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
様
子

が
看
取
さ
れ（
６
）

る
。

観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
的
性
格
を
有
す
る
名
所
図
会
に
大
滝
山
が
壮
大
に
描
か
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
浪
華
の
版
元
に
と
っ
て
も
、
多
く
の
人
々
を
吸
引
す
る
観
光

地
と
の
認
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
阿
波
名
所
図
会
』
の
「
眉
山
」
と

書
か
れ
た
挿
図
に
は
、
新
町
橋
の
景
観
と
と
も
に
西
か
ら「
大
滝
山
」「
眉
山
」「
勢

見
山
」
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
私
た
ち
が
眉
山
と
し
て
認
識
し
て
い
る

山
塊
に
つ
い
て
も
、
当
時
の
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
を
個
別
に
呼
称
し
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。「
佐
古
山
」
や
「
名
東
山
」
な
ど
も
そ
う
し
た
地
域
呼
称
の
名
残

で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
木
版
刷
り
の
「
阿
州
德
嶋
大
瀧
山
持
明
院
境
内
図
」
が
あ
る
（
図
２
）

（イ
ワ
ム
４００２４５０００

、
以
下
館
蔵
資
料
に
つ
い
て
は
整
理
番
号
を
付
記
す
る
）。

「
彫
刻

江
戸
麹
町
平
川
社
前

七
代
目
宮
田
六
左
衛
門

門
弟
兼
吉
」
と
見
え
る

こ
と
か
ら
江
戸
で
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、「
渡
邉
圖
書
源
廣
輝
寫
」
の
文
字

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
渡

辺
広
輝
の
画
を
題
材
に

作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
に
は
、大
門

か
ら
薬
師
堂
に
向
か
い
、

さ
ら
に
進
め
ば
愛
宕
社

や
祇
園
社
・
八
幡
宮
・

谷
汲
観
音
・
稲
荷
社
・

真
珠
庵
・
三
重
宝
塔
な

ど
の
寺
庵
等
の
ほ
か
、

十
宜
亭
・
三
宜
亭
・
白

糸
茶
屋
や
い
く
つ
か
の

茶
屋
も
描
か
れ
、
賑
や

か
な
情
景
が
読
み
取
れ

る
。
こ
う
し
た
景
観
が

江
戸
時
代
後
期
に
は
見

え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

図１ 『阿波名所図会』「大瀧山持明院」

図２ 阿州德嶋大瀧山持明院境内図

２



文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
三
月
二
十
九
日
の
触
れ
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
て
い

（
７
）

る
。

毎
年
二
月
中
旬
ゟ
三
月
下
旬
迄
之
間
、
御
山
下
寺
院
預
山
又
ハ
蔵
本
佐
古
下

八
萬
山
等
え
遊
山
人
多
罷
越
、
心
得
違
毎
々
火
取
放
候
ニ
付
、
御
林
目
付
共

制
道
向
申
付
置
候
処
、
節
句
前
後
ニ
は
取
分
令
群
集
候
ニ
付
、
御
林
目
付
並

下
見
役
之
者
共
令
制
道
候
得
共
、
何
分
数
多
之
遊
山
人
ニ
て
難
行
届
、
風
荒

吹
候
節
ハ
如
何
様
之
大
火
ニ
相
成
候
義
も
難
計
、
且
、
御
場
処
柄
も
有
之
候

義
候
條
、
尚
以
已
後
右
様
之
義
無
之
様
可
相
心
得
候
、
萬
一
野
火
相
起
候
者

有
之
候
得
ハ
、
御
林
目
付
並
下
見
役
之
者
共
ニ
召
捕
セ
候
上
、
町
御
奉
行
・

御
郡
代
等
え
引
渡
、
為
相
行
着
候
間
…
…

す
な
わ
ち
、
春
の
節
句
時
分
に
は
火
事
が
懸
念
さ
れ
る
ほ
ど
、
眉
山
山
麓
の
寺

社
へ
の
遊
山
の
人
出
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
先
立
つ
寛
文

九
年
（
一
六
六
九
）
七
月
十
八
日
の
触
れ
に
は
、
滝
薬
師
や
勢
見
観
音
な
ど
で
は

「
縁
日
」
が
催
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ（
８
）

る
。「
縁
日
」
は
助
任
の
万
福
寺
や
福
島
の

正
福
寺
な
ど
で
も
行
わ
れ
て
い
た
し
、
諸
寺
院
で
「
開
帳
」
も
な
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
『
藩
法
集
』
か
ら
確
認
で
き
る
（『
藩
法
集
』【
五
七
一
】・【
二
〇
〇
〇
】）。

徳
島
城
下
に
お
い
て
は
、
寺
社
仏
閣
へ
の
遊
山
が
数
多
く
あ
り
、
そ
の
賑
わ
い

が
「
阿
州
德
嶋
大
瀧
山
持
明
院
境
内
図
」
な
ど
に
も
表
現
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。二

大
滝
山
の
公
園
整
備

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
の
夏
、
翌
年
に
大
阪
天
王
寺
で
開
催
が
計
画
さ

れ
て
い
た
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
や
徳
島
県
内
で
予
定
さ
れ
て
い
た
四
国
実
業

大
会
に
向
け
て
、
次
の
よ
う
な
建
議
書
が
出
さ
れ（
９
）

た
。

大
瀧
山
風
致
保
存
の
義
に
付
建
議

明
年
大
阪
府
下
に
開
設
せ
ら
る
ゝ
博
覧
會
及
本
縣
に
開
催
す
る
四
國
實
業

大
會
に
就
て
は
、
自
然
來
縣
者
あ
る
の
見
込
に
し
て
、
本
市
に
來
杖
の
も
の

は
主
と
し
て
大
瀧
山
を
遊
覧
す
る
者
多
し
と
す
。
然
る
に
近
時
該
山
は
大
に

頽
廢
し
、（
マ
マ
）

五
重
塔
其
他
神
社
佛
閣
破
損
し
又
は
道
路
險
悪
且
掃
除
尚
不
行
届

の
為
め
折
角
の
風
致
を
汚
損
す
る
而
巳
ら
ず
、
市
の
体
面
上
に
も
關
す
る
が

故
速
か
に
修
理
を
施
し
自
ら
公
園
的
の
風
致
及
趣
味
を
加
へ
之
に
伴
ふ
保
存

費
を
支
出
成
度
、
最
も
管
理
者
あ
る
も
の
は
其
管
理
人
に
指
導
し
、
市
の
事

業
に
屬
す
る
も
の
は
當
時
者
に
於
て
適
當
の
計
畫
あ
ら
ん
こ
と
を
切
望
の
至

り
に
堪
え
ず
本
會
一
致
の
决
議
を
以
て
此
段
及
建
議
候
也

明
治
三
十
五
年
七
月
二
十
八
日

第
五
回
内
國
勧
業
博
覧
會
徳
島
協
會
々
長

告
森

良

徳
島
協
会
会
長
の
告
森
良
は
伊
予
国
宇
和
島
藩
の
出
身
で
、
後
に
鳥
取
県
知

事
・
千
葉
県
知
事
を
務
め
る
が
、
こ
の
当
時
は
徳
島
県
書
記
官
を
し
て
い
た
。
県

の
要
職
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
会
長
職
に
も
就
任
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の

建
議
書
に
よ
れ
ば
、
翌
年
の
内
国
勧
業
博
覧
会
や
四
国
実
業
大
会
に
際
し
て
来
県

者
の
多
く
が
大
滝
山
を
訪
れ
る
と
想
定
さ
れ
る
が
、「
近
時
該
山
は
大
に
頽
廃
」

し
て
い
る
と
記
す
。
文
化
年
間
の
『
阿
波
名
所
図
会
』
に
も
描
か
れ
た
大
滝
山

だ
っ
た
が
、
明
治
の
半
ば
過
ぎ
に
は
荒
廃
が
相
当
進
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
明

治
初
年
に
大
滝
山
持
明
院
建
治
寺
が
廃
寺
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
四
月
に
は
白
糸
亭
で
小
杉
榲
邨
の
親
睦

会
を
四
国
人
類
学
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
開
催
し
て
い
る
記
事
が
「
徳
島
日
日
新

聞
」に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、行
楽
地
と
し
て
の
機
能
は
全
く
失
わ
れ
て
は
い
な
か
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
、
明
治
三
十
九
年
に
は
日
清
戦
争
戦
勝
記
念
と
し
て
出
征
兵
士
ら
が
建

立
し
て
い
た
神
武
天
皇
像
が
現
在
地
に
移
さ
れ
、
翌
年
に
は
大
滝
山
公
園
の
整
備

が
徳
島
市
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
整
備
は
神
武

天
皇
像
の
前
面
の
広
場
な
ど
、
部
分
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

観光資源としての大滝山と眉山登山鉄道計画
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一
方
、
明
治
四
十
四
年
以
来
、
徳
島
商
工
会
議
所
の
実
業
家
を
中
心
と
し
た
民

間
人
に
よ
っ
て
も
大
滝
山
周
辺
の
開
発
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。
実
業
家
で
酒
販
売

業
を
営
み
、
眉
山
の
土
地
所
有
者
の
一
人
で
も
あ
っ
た
天
野
亀
吉
が
主
唱
し
、
政

治
家
の
曽
我
部
道
夫
ら
も
関
わ
っ
て
眉
山
の
公
園
化
が
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
は
そ
の
天
野
を
会
長
に
「
眉
山
公
園
保
勝
会
」

が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
眉
山
公
園
保
勝
会
」
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、

そ
の
多
く
が
徳
島
商
工
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
が
板
東
ゆ
か
り
・
真

田
純
子
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い（
１０
）

る
。
こ
の
「
眉
山
公
園
保
勝
会
」
の
発
足
に
あ

た
っ
て
作
ら
れ
た
の
が
「
徳
島
眉
山
公
園
地
全
圖
」
で
あ
る
（
図
３
）。
林
鼓
浪

の
筆
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、

大
滝
山
か
ら
勢
見
山

の
金
毘
羅
神
社
ま
で

沿
道
に
桜
が
満
開
の

情
景
が
描
か
れ
て
い

る
が
、
こ
の
図
は
保

勝
会
の
発
足
を
呼
び

か
け
た
大
正
初
年
に

作
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
当

時
の
景
観
が
描
か
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な

く
、
完
成
予
想
図
だ

と
理
解
す
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

こ
の
裏
面
に
は

「
眉
山
公
園
保
勝
會

設
立
趣
意
書
」
が
記

さ
れ
て
い
る
。

本
市
船
場
町
天
野
亀
吉
氏
ハ
明
治
四
十
四
年
六
月
左
記
ノ
趣
意
ニ
依
リ
公
共

的
事
業
ト
シ
テ
眉
山
公
園
設
備
ヲ
主
唱
セ
ラ
レ
爾
来
一
箇
年
ノ
星
霜
ヲ
費
シ

東
奔
西
馳
市
内
有
志
ノ
門
ヲ
敲
キ
大
ニ
輿
論
ヲ
喚
起
シ
今
ヤ
壱
千
ニ
垂
々
タ

ル
賛
成
者
ヲ
得
茲
ニ
同
情
補
成
ノ
意
ヲ
以
テ
本
會
ヲ
組
織
シ
天
野
氏
ノ
企
畫

ノ
遂
行
ヲ
期
セ
ン
ト
ス
大
方
諸
君
奮
テ
御
賛
成
ア
ラ
ン
事
ヲ
望
ム

大
正
二
年

月

眉
山
公
園
保
勝
會

幹
事
長

曽
我
部
道
夫

幹
事
（
伊
呂
波
順
）

井
内
太
平

（
以
下
略
）

ま
た
予
算
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
お
り
、
総
額
一
万
円
で
、
内
訳
と
し
て
六
二

五
〇
円
が
道
路
工
事
費
、
一
六
〇
〇
円
が
桜
（
大
）
の
植
樹
二
〇
〇
〇
本
、
一
〇

〇
〇
円
が
桜
（
小
）
の
植
樹
一
〇
〇
〇
〇
本
、
六
〇
〇
円
が
楓
の
植
樹
一
〇
〇
〇

本
、
二
五
〇
円
が
梅
の
植
樹
二
五
〇
本
、
雑
費
・
予
備
費
三
〇
〇
円
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。

そ
の
後
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
は
新
町
住
民
か
ら
市
に
対
し
て
眉
山
公

園
開
発
の
陳
情
が
な
さ
れ
た
ほ
か
、
昭
和
六
年
一
月
に
は
徳
島
商
工
会
議
所
会
頭

の
玉
田
弥
伊
太
ら
に
よ
っ
て
「
眉
山
公
園
開
拓
期
成
会
」
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
同
会
で
は

道
路
整
備
や
登
山

ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
、

桜
花
の
植
樹
、
全
国

有
名
寺
社
の
勧
請
な

ど
に
よ
る
「
遊
園
地

化
」
が
計
画
さ
れ

た
。
こ
の
事
業
は
失

業
救
済
事
業
で
も

図３ 德島眉山公園地全圖（イワム４００６３２０００）

図４ 箸蔵登山鐡道
（s２０１５００１３６）
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あ
っ
た
と
昭
和
六
年
一
月
十
日
付
の
「
徳
島
毎
日
新
聞
」
の
記
事
に
見
え
て
い

る
。
そ
し
て
、
同
十
五
日
に
期
成
同
盟
会
の
発
会
式
を
開
催
し
た
。

な
お
、
こ
の
当
時
は
、
大
正
九
年
に
奈
良
県
の
生
駒
山
東
麓
の
鳥
居
前
か
ら
宝

山
寺
間
に
敷
設
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
各
地
で
登
山
鉄
道
（
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
）

の
開
設
が
盛
ん
に
進
め
ら
れ
て
い
た
。
四
国
で
も
昭
和
四
年
に
屋
島
登
山
鉄
道
（
香

川
県
）、
昭
和
五
年
に
箸
蔵
登
山
鉄
道
（
徳
島
県
）（
図
４
）、
昭
和
六
年
に
八
栗

登
山
鉄
道
（
香
川
県
）
が
相
次
い
で
開
業
し
て
い
る
。
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
て
の
時
期
は
、
筑
波
山（
茨
城
県
）や
高
尾
山（
東
京
府
）、
比
叡
山
鉄
道（
滋

賀
県
）、
大
山
観
光
鉄
道
（
鳥
取
県
）、
高
野
山
ケ
ー
ブ
ル
（
和
歌
山
県
）
な
ど
各

地
で
開
業
が
相
次
い（
１１
）

だ
。

眉
山
に
お
け
る
登
山
鉄
道
（
ケ
ー
ブ
ル
）
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
昭
和
七

年
二
月
に
は
徳
島
市
勧
業
係
や
徳
島
商
工
会
議
所
、
市
宿
屋
連
盟
ら
が
中
心
と

な
っ
て
関
西
方
面
に
阿
波
踊
り
や
大
滝
山
界
隈
の
絵
葉
書
や
案
内
を
送
付
し
た

り
、
旅
行
団
体
や
主
要
駅
に
宣
伝
隊
を
派
遣
し
た
り
し
て
い
る
。
徳
島
県
立
文
書

館
に
は
、
こ
の
当
時
の
大
滝
山
の
様
子
が
写
さ
れ
た
絵
葉
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る

の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
（
図
５
〜
図
１０
）。

図５ 大瀧山公園の中部（shinohara０１６４）

図６ 大瀧山東山（shinohara０１４４）

図７ 三宜亭前の桜（shinohara０１９５）

図８ 神武天皇之銅像（shinohara０１６３）

図９ 大瀧山公園内 神武天皇之銅像前
（shinohara０１８６）

図１０ 春日公園（shinohara０１５７）

観光資源としての大滝山と眉山登山鉄道計画
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そ
の
後
、
同
年
五
月
六
日
に
は
「
徳

島
観
光
協
会
」
の
創
立
協
議
会
が
開
催

さ
れ
、
六
月
二
十
五
日
の
創
立
大
会
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
観
光
協
会

は
、
翌
七
月
に
観
光
協
会
自
ら
の
取
組

と
し
て
盆
踊
り
の
宣
伝
、
県
外
か
ら
の

盆
踊
り
見
学
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
、
盆
踊

り
審
査
に
関
わ
る
こ
と
、
さ
ら
に
関
連

機
関
に
働
き
か
け
て
県
外
団
体
客
へ
の

鉄
道
運
賃
割
引
に
加
え
て
、
眉
山
公
園

開
拓
の
促
進
や
徳
島
公
園
の
整
備
な
ど

も
要
望
し
て
い（
１２
）

る
。

な
お
、
昭
和
六
年
刊
行
の
吉
田
初
三

郎
「
徳
島
及
小
松
島
ヲ
中
心
ト
ス
ル
鳥

瞰
図
」
を
見
れ
ば
（
図
１１
）、
大
瀧
山

に
加
え
て
眉
山
山
頂
部
に
伸
び
る
登
山

道
や
勢
見
山
か
ら
の
遊
歩
道
も
描
か
れ

て
お
り
、
そ
の
山
頂
部
に
も
皇
陵
遥
拝

所
が
見
え
る
（
図
１２
・
１３
）。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
頃
に
は
す
で
に

眉
山
全
体
の
観
光
資
源
化
が
進
め
ら
れ

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
実
業
家

を
中
心
と
し
た
「
眉
山
公
園
保
勝
会
」

の
目
的
が
大
滝
山
だ
け
に
限
定
し
た
も

の
で
は
な
く
、
金
毘
羅
や
観
音
寺
が
あ

る
勢
見
山
方
面
ま
で
組
み
込
ん
だ
遊
歩

道
を
整
備
し
、
そ
の
沿
道
に
桜
の
植
樹

を
す
る
こ
と
で
眉
山
を
一
体
的
に
開
発

し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か（
１３
）

る
。
こ
う
し
た
取
組
で
誘
客
効
果
を
上
げ
よ
う
と
目
論
ん
で
い
た
の
で

あ
ろ
う
。

そ
の
結
果
、
大
滝
山
は
、
そ
の
麓
の
薬
師
堂
の
境
内
に
焼
餅
屋
が
二
軒
で
き
、

そ
の
前
を
登
る
と
清
涼
橋
が
あ
り
不
動
尊
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
清
涼
橋
の
下
を
流

れ
る
の
が
不
動
の
滝
で
、
こ
の
滝
は
白
糸
の
滝
と
も
呼
ば
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

そ
ば
に
あ
っ
た
料
亭
は
白
糸
亭
の
名
を
冠
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
上
手
に
は
三
宜
亭

や
梅
屋
、
春
日
野
玉
水
な
ど
の
料
亭
が
並
ん
で
い
た
。

昭
和
八
年
に
は
「
德
島
縣
ノ
名
勝
舊
跡
ヲ
紹
介
シ
テ
遊
覧
ノ
便
ニ
供
シ
各
種
物

産
郷
土
藝
術
等
ノ
宣
傳
擴
布
ニ
資
ス
ル
」（
規
約
第
二
条
）
と
い
う
目
的
で
「
阿

波
郷
土
協
会
」
が
設
立
さ
れ
、『
阿
波
の
德
島
』
が
発
刊
さ
れ
た
。
そ
の
創
刊
号

は
「
眉
山
城
山
號
」
と
名
付
け
ら
れ
、
眉
山
や
城
山
周
辺
の
名
勝
を
紹
介
し
て
い

る
（イ

ワ
ム
０７６１６０００

）。
ま
た
、
昭
和
九
年
春
に
は
大
阪
時
事
新
報
社
の
投
票

で
も
「
四
国
八
景
」
の
一
つ
に
入
選
し
て
い（
１４
）

る
。
昭
和
初
期
に
観
光
資
源
と
し
て

着
実
に
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

図１１ 徳島及小松島ヲ中心トスル鳥瞰図（２s徳島及小松島）

図１２ 図１１の大瀧山・眉山部分の拡大

図１３ 眉山山頂（shinohara０１９１）
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三

眉
山
登
山
鉄
道
の
計
画

観
光
資
源
と
し
て
眉
山
の
公
園
化
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
登
山
鉄
道
敷
設
の

計
画
も
あ
っ
た
。
前
述
の
と
お
り
「
眉
山
公
園
開
拓
期
成
会
」
が
登
山
ケ
ー
ブ
ル

を
計
画
し
て
い
た
が
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
一
月
二
十
一
日
の
「
徳
島
毎
日

新
聞
」
に
、「
資
本
金
三
十
五
萬
圓
で
眉
山
へ
ケ
ー
ブ
ル
」
の
見
出
し
で
眉
山
登
山

鉄
道
の
計
画
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
発
起
人
は
西
鶴
吉

と
和
泉
茂
吉
で
、「
北
山
路
同
心
町
」
か
ら
眉
山
頂
上
に
至
る
も
の
で
あ
り
、「
賃

銀
は
往
復
三
十
銭
」
と
あ
る
。
こ
の
「
北
山
路
同
心
町
」
は
天
神
社
前
か
ら
新
町

小
学
校
に
至
る
地
名
で
あ
り
（
図
１４
）、
現
在
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
乗
り
場
の
あ
る

場
所
で
計
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
一
月
二
十
四
日
付
の
「
徳
島
毎
日
新
聞
」
に
は
、
徳
島
県
林
業
課
の

発
言
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、「
眉
山
ケ
ー
ブ
ル
は
風
致
を
害
せ
ぬ
や
う
」
と
の
見

出
し
で
、
保
安
林
で
あ
る
こ
と
か
ら
風
致
を
害
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と
、
自
動
車

道
も
作
る
計
画
が
あ
る
が
、
森
林
地
帯
が
消
滅
す
る
こ
と
か
ら
保
安
林
の
一
部
を

解
除
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
登
山

ケ
ー
ブ
ル
が
完
成
し

て
も
採
算
は
合
わ
な

い
だ
ろ
う
と
い
う
コ

メ
ン
ト
を
寄
せ
て
い

る
。ま

た
、「
眉
山
登

山
鉄
道
」
と
は
別
に

「
眉
山
鋼
索
鐡
道
」

敷
設
の
出
願
者
の
い

た
こ
と
が
、「
徳
島

毎
日
新
聞
」
昭
和
六

年
二
月
九
日
の
記
事

に
見
え
る
。
こ
れ
に
は
、
寺
島
町
熊
澤
順
太
郎
・
山
瀬
町
平
野
鍋
吉
・
小
松
島
町

庄
野
祐
吉
ら
の
名
前
が
発
起
人
に
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
、
い
く
つ
か
の
眉
山
登
山
鉄
道
（
ケ
ー
ブ
ル
）
計
画
が
あ
っ
た
。

小
川
袖
香
（
國
太
郎
）
の
『
眉
山
公
園
案
内
』
に
よ
れ
ば
、「
船
場
倉
本
吉
藏
氏

は
ケ
ー
ブ
ル
に
経
験
あ
り
、
舊
來
の
新
町
而
目
一
新
と
し
て
進
ん
で
德
島
市
の
發

展
の
た
め
に
、
眉
山
に
ケ
ー
ブ
ル
架
設
の
意
あ
り
、
株
式
組
織
よ
り
も
獨
立
の
方

針
を
持
つ
て
居
ら
れ
る
。
富
田
山
路
藤
守
武
次
郎
氏
は
眉
山
に
自
動
車
新
道
の
目

的
を
持
つ
て
居
る
、
天
神
山
、
勢
見
、
瑞
巌
寺
調
査
の
結
果
最
適
の
ケ
所
は
瑞
巌

寺
裏
山
で
あ
っ
て
、
自
由
に
迂
廻
線
が
つ
く
ら
れ
る
由
で
あ
る
。」
と
記
さ
れ
て

お（
１５
）

り
、
西
鶴
吉
の
登
山
鉄
道
計
画
よ
り
も
前
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や
自
動
車
道
の

計
画
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
倉
本
吉
蔵
と
西
鶴
吉
の
関
係
に
つ
い
て

は
不
詳
で
あ
る
。「
官
報
」
に
「
西
鶴
吉
外
六
名
」
と
記
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
一
人

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
倉
本
吉
蔵
が
計
画
を
単
独
で
遂
行
し
よ
う

と
し
て
い
た
よ
う
に
、
開
発
計
画
が
大
き
な
う
ね
り
に
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う

で
、
西
鶴
吉
の
出
願
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
当
館
に
は
昭
和
八
年
二
月
の
日
付
を
も
つ
「
眉
山
登
山
鐡
道
利
用

人
員
再
調
査
答
申
書
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（ム

ラ
カ
００６６７０００

）。
徳
島
市
富

田
浦
町
字
西
富
田
に
あ
っ
た
「
眉
山
登
山
鐡
道
株
式
会
社
創
立
事
務
所
」
の
代
表

西
鶴
吉
が
作
成
し
た
も
の
で
、鉄
道
大
臣
三
土
忠
造
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。「
再
調
査
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
何
ら
か
の
動
き
が
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
昭
和
六
年
の
新
聞
記
事
か
ら
も
推
察
で
き
る
。

眉
山
登
山
鐡
道
利
用
人
員
再
調
査
ノ
件

一
、
昭
和
八
年
一
月
十
四
日
附
徳
島
縣
土
第
一
四
九
號
ヲ
以
テ
眉
山
登
山
鐡
道

利
用
人
員
再
調
査
ノ
件
ニ
付
御
下
命
ニ
相
成
概
算
書
中
運
輸
数
量
ノ
見
積
リ

過
大
ト
認
ム
ト
ノ
義
ナ
レ
ド
モ
現
在
ノ
眉
山
公
園
ヘ
ノ
登
山
者
昭
和
七
年
春

季
ニ
於
テ
壱
日
最
底
参
千
人
以
上
最
盛
壱
万
人
ヲ
越
ユ
ル
登
山
者
有
夏
季
ニ

於
テ
ハ
昼
間
五
百
人
乃
至
七
百
人
夜
間
納
涼
登
山
者
三
百
人
乃
至
五
百
人
ノ

登
山
者
有
秋
季
ニ
於
イ
ハ
壱
日
最
底
壱
千
人
以
上
最
盛
三
千
人
以
上
ノ
登
山

図１４ 徳島市街図（明治４４年）（部分）
（イワム０１９１７０００）
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者
有
冬
季
ニ
於
テ
ハ
壱
日
平
均
参
百
人
ノ
登
山
者
有
右
記
ノ
如
キ
登
山
者
ナ

ル
ヲ
以
テ
春
季
壱
日
平
均
六
千
五
百
人
、
夏
季
壱
日
平
均
八
百
人
秋
季
壱
日

平
均
弐
千
人
冬
季
壱
日
平
均
参
百
人
以
上
ノ
如
キ
登
山
者
有
リ
、
依
テ
今
後

徳
島
市
ニ
於
テ
眉
山
全
部
ニ
及
ボ
シ
一
大
公
園
ノ
計
画
ヲ
進
メ
ツ
ゝ
有
り
、

猶
且
ツ
当
鐡
道
ニ
於
テ
モ
種
々
開
発
ナ
シ
一
大
遊
園
地
ト
ナ
ス
計
画
ナ
ル
ヲ

以
テ
登
山
者
ハ
以
前
ニ
増
シ
多
数
ノ
登
山
者
有
ル
ハ
疑
ナ
ク
亦
近
時
縣
外
人

ノ
来
遊
ス
ル
者
非
常
ニ
多
ク
昭
和
七
年
春
季
ニ
ハ
数
万
ノ
團
体
客
来
遊
ナ
セ

シ
有
様
ナ
リ
、
現
今
ノ
如
キ
眺
望
充
分
ナ
ラ
ザ
ル
仝
公
園
ニ
於
テ
ス
ラ
前
述

ノ
状
態
ナ
ル
ヲ
以
テ
鐡
道
完
成
ノ
暁
ハ
利
用
登
山
者
多
数
有
見
込
ナ
リ
故
ニ

當
計
画
豫
算
ハ
安
全
ヲ
慮
リ
前
提
出
願
ノ
如
ク
春
季
弐
千
人
夏
季
七
百
人
秋

季
壱
千
人
日
曜
祭
日
壱
千
人
平
日
壱
百
人
ト
見
積
リ
シ
次
第
ナ
ル
ヲ
以
テ
概

算
書
ハ
過
大
ノ
見
積
ニ
ア
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
思
考
ス
ル
次
第
ナ
リ
、
以
上
ノ
如

キ
次
第
ナ
ル
ヲ
以
テ
何
卒
御
認
可
ノ
速
カ
ナ
ラ
ン
事
ヲ
奉
懇
願
候

昭
和
八
年
二
月

日

徳
島
市
西
富
田
一
一
三
四
番
地
ノ
二

眉
山
登
山
鉄
道
出
願
代
表
者

西

鶴
吉

印

鐡
道
大
臣

三
土
忠
造
殿

こ
れ
を
見
れ
ば
、
前
回
提
出
時
の
登
山
者
見
込
み
数
が
過
大
で
あ
る
と
し
て
鉄

道
省
の
建
設
認
可
が
下
り
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
対
し
、
西
鶴
吉
が

登
山
者
見
込
み
数
を
明
記
し
て
再
度
の
提
出
に
及
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

「
官
報
」
二
一
四
七
号
（
昭
和
九
年
三
月
一
日
発
行
）
に
は
、「
鐡
道
免
許
状
下

付

去
月
二
十
七
日
眉
山
鐡
道
株
式
會
社
發
起
人
西
鶴
吉
外
六
名
ニ
對
シ
鐡
道
敷

設
免
許
状
ヲ
下
付
セ
リ

其
起
業
目
論
見
ノ
概
要
左
ノ
如
シ
（
鐡
道
省
）」
と
し

て
、
動
力
は
電
気
、
軌
間
は
一
・
〇
六
七
メ
ー
ト
ル
、
起
終
点
と
し
て
徳
島
県
徳

島
市
北
山
路
町
地
内
、
粁
程
が
〇
・
四
四
粁
、
建
設
費
が
三
五
万
円
と
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
「
官
報
」
の
記
事
か
ら
、
鉄
道
省
は
西
鶴
吉
ら
の
申
請
を
認
可
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
が
、
翌
十
年
七
月
十
七
日
の
「
官
報
」
二
五
六
一
号
に
は
、「
鐡
道
免

許
失
効
」
と
し
て
、「
昨
九
年
二
月
二
十
七
日
眉
山
登
山
鐡
道
株
式
會
社
發
起
人

西
鶴
吉
外
六
名
ニ
對
シ
免
許
シ
タ
ル
德
島
縣
德
島
市
北
山
路
町
地
内
鐡
道
ハ
指
定

ノ
期
限
マ
テ
ニ
工
事
施
行
ノ
認
可
申
請
ヲ
為
サ
ヽ
ル
タ
メ
免
許
ハ
其
効
力
ヲ
失
ヘ

リ
（
鐡
道
省
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
要
因
は
不
詳
で
あ
る
が
、
資
金
調
達

が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
は
適
地
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

そ
の
後
、
戦
局
の
悪
化
と
と
も
に
、
各
地
の
登
山
鉄
道
は
不
急
不
要
路
線
と
し

て
休
止
に
追
い
込
ま
れ
、
線
路
は
撤
去
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
眉
山
登
山
鉄
道
は
実
現
す
る
こ
と
は
な
く
、
自
動
車
道
も
戦

前
に
は
整
備
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

お
わ
り
に

江
戸
時
代
後
期
に
は
『
阿
波
志
』
や
『
阿
波
名
所
図
会
』
に
描
か
れ
た
大
滝
山

持
明
院
建
治
寺
で
あ
っ
た
が
、
明
治
初
頭
に
廃
寺
と
な
っ
て
荒
廃
が
進
ん
だ
。
し

か
し
、
明
治
末
期
か
ら
公
園
化
の
動
き
が
見
え
始
め
、「
眉
山
公
園
保
勝
会
」
が

桜
の
植
樹
や
遊
歩
道
の
整
備
に
努
め
、
徳
島
市
も
神
武
天
皇
像
前
を
整
備
す
る
な

ど
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
は
料
亭
や
焼
餅
屋
な
ど
も
あ
っ
て
観
光
名
所
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
二
十
年
の
徳
島
大
空
襲
で
大
滝
山
の
象
徴
だ
っ
た
三
重

塔
が
焼
失
す
る
な
ど
し
て
、
今
で
は
賑
や
か
だ
っ
た
当
時
の
大
滝
山
の
風
情
を
偲

ぶ
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

眉
山
登
山
鉄
道
の
敷
設
計
画
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
頃
、
勝
浦
郡
多
家
良
村
の

中
津
峯
で
も
宝
殊
院
如
意
輪
寺
へ
の
参
詣
客
を
目
的
と
し
た
「
中
津
峯
登
山
鉄

道
」
が
森
午
三
郎
ら
に
よ
っ
て
出
願
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
実
現
し
な

か
っ（
１６
）

た
。
ま
た
、
自
動
車
道
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
も
、
そ
の
当
時
に
実
現
す
る

こ
と
は
な
く
、
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
よ
う
や
く
昭
和
三
十
二
年
十
二
月
に
な
っ
て
市
営
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

が
営
業
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
（
図
１５
）、
こ
れ
は
翌
三
十
三
年
に
開
催

さ
れ
た
徳
島
産
業
科
学
博
覧
会
の
目
玉
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ（
１７
）

る
。
そ
し

８



て
、
山
頂
に
は
展
望
台
や
パ
ゴ
ダ
、
モ
ラ
エ
ス
館
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
を
兼
ね
た
宿

泊
施
設
「
ス
カ
イ
ラ
ン
ド
眉
山
」、
郵
政
省
簡
易
保
養
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
順
次
建

設
さ
れ
、
昭
和
四
十
年
代
半
ば
に
は
有
料
道
路
眉
山
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
も
開
通
し
、

近
代
的
な
観
光
地
と
し
て
の
装
い
を
整
え
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
現
在
で
は
山
頂
に
あ
っ
た
施
設
も
老
朽
化
し
て
撤
収
さ
れ
た
も
の
も

少
な
く
な
い
。
観
光
客
の

志
向
性
の
変
化
も
あ
っ
て

眉
山
の
魅
力
が
乏
し
く

な
っ
て
い
る
実
態
が
あ
る

が
、「
眉
山
公
園
保
勝
会
」

を
結
成
し
た
先
人
た
ち

は
、
地
域
の
魅
力
化
に
奔

走
し
た
の
で
あ
り
、
現
在

の
私
た
ち
に
も
地
域
資
源

の
掘
り
起
し
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
地
域
の
歩
み
を
学
び

直
す
こ
と
が
肝
要
で
あ

り
、
当
館
の
収
蔵
資
料
に

も
関
心
が
集
ま
る
よ
う
尽

力
し
て
い
き
た
い
。

（
注
）

（
１
）
多
田
茂
信
他
『
佐
古
諏
訪
山
考
』
私
家
版

一
九
九
五
年
。
た
だ
し
、『
藩
法
集
３

徳
島
藩
』
に
あ
る
文
政
元
（
一
八
一
八
）
年
三
月
二
九
日
の
触
れ
【
三
〇
四
】
に
は
、

「
毎
年
二
月
中
旬
よ
り
三
月
下
旬
迄
之
間
、
御
山
下
寺
院
預
山
又
は
蔵
本
佐
古
下
八

萬
山
等
え
遊
山
人
多
罷
越
、
心
得
違
毎
々
火
取
放
候
ニ
付
、
御
林
目
付
並
下
見
役
之

者
共
令
制
道
候
得
共
、
何
分
数
多
之
遊
山
人
ニ
て
難
行
届
、
風
荒
吹
候
節
ハ
如
何
様

之
大
火
ニ
相
成
候
義
も
難
計
…
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
遊
山
と
し
て
眉
山
を
楽
し

む
人
々
が
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
山
火
事
の
危
険
性
も
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取

れ
る
。

（
２
）
徳
島
県
議
会
事
務
局
編
『
徳
島
県
議
会
史

第
一
巻
』
徳
島
県
議
会
事
務
局

一

九
七
二
年
。

（
３
）
関
口

寛
「
昭
和
初
期
・
徳
島
に
お
け
る
観
光
産
業
振
興
と
阿
波
踊
り
」『
凌
霄
』

一
四
号

四
国
大
学
附
属
図
書
館

二
〇
〇
七
年
。

（
４
）
笠
井
藍
水
訳
『
阿
波
誌
』
歴
史
図
書
社

一
九
七
六
年
（
初
版
一
九
三
二
年
）。

（
５
）
笠
井
藍
水
『
徳
島
縣
新
名
勝
案
内
』
阿
波
名
勝
会

一
九
三
四
年
。

（
６
）
『
阿
波
名
所
図
会
』
か
ら
眉
山
の
景
観
に
つ
い
て
論
及
し
た
も
の
に
、
佐
藤
征
弥
他

「『
阿
波
名
所
図
会
』
に
お
け
る
眉
山
の
自
然
と
景
観
」『
徳
島
大
学
地
域
科
学
研
究
』

一
巻
（
二
〇
一
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
７
）
藩
法
研
究
会
編
『
藩
法
集
３

徳
島
藩
』
創
文
社

一
九
六
二
年

三
〇
四
号
。

（
８
）
藩
法
研
究
会
編
『
藩
法
集
３

徳
島
藩
』
創
文
社

一
九
六
二
年

五
七
一
号
。

（
９
）
徳
島
市
議
会
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
徳
島
市
議
会
史

第
一
巻

明
治
二
十
二
年
〜

昭
和
二
十
一
年
』
徳
島
市
議
会

一
九
八
九
年
。

（
１０
）
板
東
ゆ
か
り
・
真
田
純
子
「
眉
山
の
変
遷
に
関
す
る
研
究
」『
景
観
・
デ
ザ
イ
ン
研

究
講
演
集
』
六
号

二
〇
一
〇
年
。

（
１１
）
昭
和
初
期
ま
で
に
開
業
し
た
登
山
鉄
道
（
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
）
は
、
戦
局
の
悪
化
に

伴
い
不
要
不
急
の
施
設
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
、
昭
和
十
九
年
ま
で
に
概
ね
休
止
・
廃

止
に
追
い
込
ま
れ
、
敷
設
し
て
い
た
施
設
も
撤
収
さ
れ
て
い
る
。
西
田
博
嘉
『
四
国

の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
・
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
変
遷
誌
』（
私
家
版

二
〇
一
三
年
）
参
照
。

（
１２
）
前
掲
注
（
３
）
に
同
じ
。

（
１３
）
前
掲
注
（
１０
）
に
同
じ
。

（
１４
）
前
掲
注
（
５
）
に
同
じ
。

（
１５
）
小
川
袖
香
『
眉
山
公
園
案
内

附
德
島
公
園
』
小
川
國
太
郎

一
九
三
〇
年
（イ

ワ
ム

０５５９９０００

）。

（
１６
）
『
徳
島
市
史

第
三
巻

産
業
経
済
編
・
交
通
通
信
編
』
徳
島
市
教
育
委
員
会

一

九
八
三
年
。

（
１７
）
前
掲
注
（
１６
）『
徳
島
市
史

第
三
巻
』、
ふ
る
さ
と
徳
島
編
集
委
員
会
『
ふ
る
さ

と
徳
島
』
徳
島
市
文
化
振
興
課

一
九
八
八
年
。

図１５ 眉山ロープウェイ開業日の様子（０００３‐０６‐１５）
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